
• 事業主体： 沖縄県
• 事業内容： 管渠、ポンプ場の老朽化対策
• 総事業費：10,361 百万円

（うち国費：6,907 百万円）
• 事業期間： 平成24年度～令和12年度

本県の流域下水道施設は、耐用年数超過施設の増加や、台風常
襲・高温多湿な気候による施設老朽化の加速化などから、施設の
破壊による道路陥没事故や水質事故（汚水流出）の発生するリス
クが高まっている。

早急に老朽化対策を進め、未然に事故の発生を防ぐことで、県
民の安全・安心の確保を図る。

整備後

中城湾南部流域下水道は、西原処理区（南城市、西原町、与那
原町、中城村）の汚水を処理している。西原浄化センターでは汚
水の適正な処理を行うために維持管理や、処理施設の増設・改築
を行っている。これにより、処理区域の生活衛生環境の維持や河
川・海域の水質保全に寄与している。

• 事業主体：沖縄県
• 事業内容：西原浄化センター施設整備
• 総事業費： 4,321 百万円

（うち国費： 3,157 百万円）
• 事業期間：平成24年度～令和12年度

汚水管更生工事（左：更生前、右：更生後）



• 事業主体：那覇市
• 事業内容：未普及解消事業、汚水施設改築事業、各戸排水設備

の設置促進事業
• 総事業費：4,174百万円

（うち国費：2,501百万円）
• 事業期間：平成24年度から令和8年度

那覇市内に点在する公共下水道（汚水）未整備地域の解消に向
けた整備により、地域の生活環境の改善と、河川や海の水質保全
を図っている。
また、既存の下水道施設については、適正かつ合理的な施設の

管理並びに安全性の確保を図るため、下水道ストックマネジメン
ト計画に基づき、点検・調査、改築を実施している。

整備後

人口の都市集中化及び生活様式の近代化に伴い、生活排水量が
増大している。このため、河川、周辺海域等の公共用水域の水質
が悪化し、住民の生活環境の悪化や貴重な観光資源の損失が懸念
される現状にある。
下水道の早期整備を図り、公共用水域の水質保全及び生活環境

の向上に資することを目的とする。

• 事業主体：石垣市
• 事業内容：下水道事業の整備を進め、都市の健全な発展並び

に公衆衛生の向上に寄与し、合わせて公共用水域
の保全に資するものである。

• 総事業費：6,160百万円
（うち国費：3,690百万円）

• 事業期間：平成24年度から令和11年度

【整備後】【整備前】


